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平成 27 年度 部長マニフェスト（評価及び検証） 

 

 

 

 

重点課題 ①           

 

 

（評価検証）平成２７年１２月３１日 

★何を目指すのか、目指すべき方向は？   

 

 人口の減少と高齢化を背景として、安心で快適な生活環境を実

現する、また、その環境を維持する都市経営を持続可能とするた

め、医療、福祉施設、商業施設や住居等がまとまって立地し、そ

れらを公共交通が連携するコンパクトなまちづくり計画について

検討を始めます。 

 

  

 計画を策定する上で、各種基礎データを活用した都市の現状把握

については、都市計画マスタープランを作成する過程において行っ

ているところであり、同様の検討・分析を行う。 

 平成２７年度おいては、都市的土地利用や農地・緑地の推移、開

発許可の状況等の調査、また、人口推移に伴う中心商業市街地にお

ける賑わいの動向などの把握に努め、検討を進めているところであ

ります。 

 今後については、公共施設等総合管理計画などとの整合性を図

り、将来見通しにおける都市構造上の課題の分析に努めます。 

 

 

 

まちづくりデザイン部長マニフェスト（評価及び検証） 

コンパクトなまちづくりに向けた計画的な土地利用の検討 

  

セルフレビュー（自己点検） 戦略課題の目標 

 難易度 

 S 
 概ね達成 

自己評価 
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★その実現に向けて、今年度は何をするのか？  （評価検証）平成２７年１２月３１日 

 

平成２７年度 ・現状の問題点、課題の整理 

       ・上位計画や他部署の施策等について整理 

       ・関係法令による特例制度の活用の検討 

・用途地域の見直しも含めた運用の検討 

・モデル地区の設定 

 

  

 都市機能や住居機能を誘導する区域として、JR 柏原駅を中心と

した区域をモデル地区に設定し、現状の問題点及び課題の整理を含

めて、都市計画道路や柏原中学校の小中一貫校計画などの整合性を

図り、医療・福祉施設・商業施設や住居等がまとまって立地するよ

うな都市像の検討を行なった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組結果・実施状況 施策推進上の目標 
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★その取組により、何をどのような状態にするのか？  （評価検証）平成２７年１２月３１日 

 

都市計画法や建築基準法による特例制度の活用も検討したうえ

で、駅前等のモデル地区を設定し、その中で都市機能や住居機能

などの誘導区域の案を作成する。 

 

  

 モデル地区を設定し、都市像の案を作成するため、地区別人口・

高齢者人口の推移や開発許可など土地利用の動向、交通行動の動向

また、公共施設・都市機能施設の配置などの各種基礎的データの収

集を行った。 

引き続き地区の現状把握に努め、現状及び将来見通しにおける都

市構造上の課題の分析を行い、計画図の作成に取り組む。 

  

 

 

 

 

 

★その取組により、何をどのような状態にするのか？  （評価検証）平成２７年１２月３１日 

 

本市の第４次柏原市総合計画施策目標の「必要な都市機能がま

とまった利便性の高い良好なまちづくりの推進」という今後の都

市づくりの方向性と融合する。 

 

  

 インフラ整備や土地利用規制など従来の制度と立地適正化計画

との融合による新しいまちづくりが可能になる。 

 

 

 

 

取組結果・実施状況 アウトプット 

取組結果・実施状況 アウトカム 
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  （評価日）平成２８年２月５日 

   

 

・モデル地区の立案については、公共施設等総合管理計画との連動や整合性を図り、スケジュール感を持って検討すること。 

・バリアフリー構想について、早期に策定できるよう進めていくこと。 

 

 

 

 

  （最終検証）平成２８年３月２５日 

 

・「必要な都市機能がまとまった利便性の高い良好なまちづくりの推進」には公共施設の統廃合、配置計画等が密接に関連することから、

平成 28 年度に策定予定の公共施設等総合管理計画を考慮しながら、関連部署との検討を進め、平成３０年度を目途に計画策定を目指しま

す。 

・バリアフリー構想については、都市整備部との連携により、平成２８年度に国へ補助金要望の申請を行い、平成２９年度の策定に向け進

めます。 

 

 

 

 

 

市長評価 （Ｂ）奨励 ： 頑張って目標を達成し、満足できる結果である。さらなる向上を目指してもらいたい。 

 

市長のコメント 

今後の取組の方向性など 
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重点課題 ②             

 

 

（評価検証）平成２７年１２月３１日 

★何を目指すのか、目指すべき方向は？   

 

平成２０年７月、「柏原市耐震改修促進計画」を策定し、既存建

築物の耐震診断や耐震改修についての補助制度を構築していま

す。 

平成２７年度においても補助制度を継続し、また、一部拡充す

ることで、住宅所有者の耐震化への支援を行い、まちの耐震性能

の向上を目指します。 

 

  

 平成 26 年度、平成 27 年度の限定措置として、耐震改修補助金

の 30 万円上乗せを行い、住宅所有者への支援を行ってきた。 

耐震化の促進を加速させるために、平成２８年度以降も補助制度

を継続できるよう、大阪府と協議・連携を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害に強いまちの構築 

 

セルフレビュー（自己点検） 戦略課題の目標 

自己評価 

 難易度 

 B 
 概ね達成 
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★その実現に向けて、今年度は何をするのか？  （評価検証）平成２７年１２月３１日 

 

住宅耐震診断・改修補助事業の推進 

（目的） 

 市内の住宅・建築物の耐震化を促進するため、住宅所有者へ耐

震化費用の一部を補助する。 

（補助対象） 

 原則として、昭和５６年５月３１日以前に建築確認を受けた建

物で、現に居住している建物。または、これから入居しようと

している建物。 

（補助額) 

  ・住宅耐震診断補助 

    ★木造住宅   ４５，０００円/戸 

    ★非木造住宅  ２５，０００円/戸 

・木造住宅耐震改修補助 

★所有者自ら入居する場合（上限額引き上げ） 

   ７００，０００円/戸 

（世帯所得により９００，０００円/戸） 

★所有者自ら入居しない場合 

４００，０００円/戸 

（世帯所得により６００，０００円/戸） 

  

 事業の推進に向け、制度の啓発に重点を置いた。 

 市のホームページや窓口対応の他、広報誌への掲載（年２回）、

全世帯への回覧（年１回）、循環バスへのポスター掲示及び全公用

車へのマグネットシートの貼付を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組結果・実施状況 施策推進上の目標 
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★その取組により、何をどのような状態にするのか？  （評価検証）平成２７年１２月３１日 

 

○平成２７年度耐震診断件数 

特定建築物１件、木造住宅３０戸、非木造住宅２戸 

 

○平成２７年度耐震改修 

木造住宅１０戸 

 

【参考】実績件数 

平成２５年度 耐震診断（木造住宅） １６戸 

       耐震改修（木造住宅）  ２戸 

 

平成２６年度 耐震診断（木造住宅） ２５戸 

           （特定建築物） １件 

         耐震改修（木造住宅）  ０戸  

  

○平成２７年度 実績件数 

       耐震診断（木造住宅）１９戸（うち１６戸完了） 

       耐震改修（木造住宅） ６戸（うち ３戸完了） 

 

 耐震診断件数については、前年度より減少傾向にあるが耐震改修

件数は増加した。要因としては市民への制度の浸透が考えられる。 

 しかし、診断後の改修費用が高額になるため、断念されるケース

も見受けられる。また、高齢者世帯の増加により、今後、空家対策

と連鎖する可能性もあり、より積極的な制度の推進に努める必要が

ある。 

 

 

 

 

 

★その取組により、何をどのような状態にするのか？  （評価検証）平成２７年１２月３１日 

 

耐震化により地震発生時の倒壊建物が減少し、まちの耐震性能

の向上が図れる。 

  

 建物所有者の自主的な取組の動機付けとなった。 

 

取組結果・実施状況 アウトプット 

取組結果・実施状況 アウトカム 



08まちづくりデザイン部  8 

  （評価日）平成２８年２月５日 

   

 

・耐震化の促進について、市民に関心を持ってもらえるように周知や啓蒙啓発活動を積極的に行うこと。 

 

 

 

 

 

  （最終検証）平成２８年３月２５日 

 

 大阪建築物震災対策推進協議会との協力により作成した「まちと命を守る 耐震化工事中」と記載された横断幕（90cm×180cm 程度）

を耐震改修工事中の住宅の外壁足場や養生シートの上から貼り付けることにより、現在、耐震改修を行っている住宅の近隣の住民に、より

一層の補助制度の周知を図り継続して耐震化の促進に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

市長評価 （Ｃ）期待 ： 一定の目標は達成できたが、もうひと頑張り。今後に期待する。 

市長のコメント 

今後の取組の方向性など 


